
国際政治

東
ア
ジ
ア
に
「
新
秩
序
」
構
築
は
可
能
か

日

本

は

地

域

聞

の

交

流

網

づ

く

り

を
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世
界
的
に
「
新
秩
序」

の
構
築
が
い
わ
れ
る
が、

東
ア

ジ
ア
で
は
歴
史
的
経
緯
や
各
国
の
不
均
等
性
な
ど
問
題

が
多
い
。

日
本
が
や
る
べ
き
は、

大
上
段
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
発
揮
で
は
な
く、

民
際
の
交
流
網ゆ
っ
く
り
だ
。

現
在 、
国
際
社
会で
は
「
新
秩
序」
の

構
築が
叫
ば
れ
てい
る 。
国
際社
会は
新

しい
秩
序を
求め
て
お
り 、
ま
さ
に
再
編

の
過
程に
あ
る 。
例
え
ば
欧
州で
は、
こ

れ
ま
で
の
E
C
か
ら
さ
らに一
歩
進ん
だ

「
統
合
E
C」
とい
う
形で 、
新
た
な
秩
序

づ
く
り
が
進
行し
てい
る 。
こ
う
し
た
川

界
的
な
動
き
が
ア
ジ
ア
に
おい
て
どの
よ

うに
発
現
す
る
の
か 、
ア
ジ
ア
で
む
新
秩

序の
建
設が
可
能
なの
か
とい
う
問い
か

け
が
生ま
れ
る
の
は

当
然
だ。

東ア
ジ
ア
に
おい
て 、
こ
う
し
た
「
世

界
秩
序」
がこ
れ
ま
で
存
在
し
な
かっ
た

わ
け
で
は
決
し
て
ない 。
歴
史
を
さ
か
の

ぽ
れ
ば 、
中
国
を
中
心
と
す
る
中
墾帝
国

の
国
際
秩
序が
古
代以
来 、
近
代にい
た

る
ま
で
存
在し
て
き
た 。
こ
れ
を
「
中
国

的
世
界
秩
序」
と
呼ぶ。
こ
れ
は
中
華帝

国を
中
心
と
し 、
周
辺の
国
家・
地
域
を

中
国に
従
属す
る
「
明
買
国」
と
し
て
成

り
立っ
てい
た
秩
序で
あっ
た 。

こ
の
巾で
は
明

鮮半品や
イン
ド
シ
ナ

半
島も
巾国の
従
属
問で
あ
り 、
ま
た 、

琉
球 、
台
湾 、
あ
るい
は
円
本
も
含め
て

こ
の
秩
序は
成
り
立っ
てい
た 。
ま
さ
に

一
つ
の
「
世
界
秩
序」
で
あっ
た 。
ア
ジ

－東京外国語大学教綬

中
嶋
嶺
雄

ア
に
は
こ
う
し
た
伝
統
的
な
秩
序が
歴
史

的に
育
ま
れ
てい
たの
で
あ
り 、

近
代以

降
もこ
う
し
た
伝
統
的
な
間
際秩
序以
外

の
もの
は
存
在
し
な
かっ
た
とい
え
る 。

こ
の
点 、
欧
州は
対
照
的で
あ
る 。
げ

世
紀
中
葉
のい
わ
ゆる
ウエ
ス
トフア
リ

ア
体制の
成立以
来 、
近
代的
な
国
民
国

家の
ネッ
ト
ワ
ー
ク
が
存
在し
て
き
た 。

こ
れ
は、
今
日の
全
欧
安
保
会
議 、
統
合

E
C 、
あ
るい
はゴ
ルバ
チョ
フ
大
統
領

が
唱
え
る
か

欧
州
共
通の
家。
な
ど
とい

う 、
新
しい
国
際
秩
序を
も
た
ら
す一
つ

の
歴
史
的 、
文
化
的上
撲で
あ
り 、
同
時

に
経
済
的
な
基
盤で
ら
あっ
た 。
こ
の
よ

うに
政
治 、
経
済 、
文
化の
符
領
域に
お

い
て
伝
統
的
な
国
際秩
序が、
ほ
ぽ
均
質

的
な
悶
民
国
家を
母
体に
成
立
し
た 。
こ

れ
を
「
欧
州
国
家
体
系」
と
呼ぶ。

こ
れ
と
対比
し
て 、
ア
ジ
ア
の
中
国
的

世
界
秩
序は
中
国
を
中
心
と
し
た
垂
直
的

・
階
凶
的な
秩
序で
あっ
た 。
近
代以
降

も 、
こ
れ
を
破
壊
し 、
そこ
に
新
しい
国

際
秩
序を
生み
出
す
だ
けの
均
質
性が
ア

ジ
ア
に
は
な
かっ
た 。
そ
の
間
隙を
縫っ

て 、
円
本
だ
け
が
非
常に
巨
大
化
し
た 。

そ
の
口
本は、
半
世
紀
前「
大
東亜
共
栄

問」
を
問
え 、
ま
さ
に
ア
ジ
ア
の
「
新
秩

序」
梢
築へ
向
け
た
行
動
を
起こ
し
た 。

し
か
しそ
れ
は
結
局 、
ア
ジ
ア
侵
略とい

う
大
き
な
傷
跡を
残
し
て
終わっ
た 。

こ
う
し
た
歴
史
的
経
緯か
ら 、
ア
ジ
ア

に
おい
て
は
「
新
秩
序」
とい
う
よ
う
な

言
葉
自体が
タ
プ
！
と
な
る
素
地が
つ
く

ら
れ
て
し
まっ
た 。
こ
れ
は、
ア
ジ
ア
に

おい
て
新
しい
国
際秩
序の
構
築
を
考え

る
喝
介の
第一
の
問
題
点で
あ
る 。
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東
ア
ジ
ア
の
不
均
等
性

第二
の
問
題は
不
均
等性で
あ
る 。

例
え
ば 、
政
治
的
観
点か
ら
み
る
と 、
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ン
タ
l

ナショ
ナル
が二
年
後に

ヤ
オハ
ン
が
東
南
ア
ジ
アに
最

ジル
の
失
敗」
の
教
訓
が
東南ア升オせば寸の品感慨晴は・生対

され
てい
る 。
借
入
金
を
抑
制
し 、

店
舗は
立
惜し 、
山
店コ
ス
ト
を

下げ 、
早
期の
黒
字
化
を
め
ざ
す

とい
うわ
け
で
あ
る 。

和
田一
犬
代
表の

か
読み。
以

上
に
東
南ア
ジ
ア
の
消
費
需
要は

拡
大
し 、
現
地
消
費
者を
対
象に

し
た
ヤ
オハ
ン
の
店
も
順
調に
育

っ
た 。
そ
し
て
ヤ
オハ
ン
の
東
南

アジ
ア
戦
略は、
香
港に
グル
ー

プ
の
本
拠
地
を
移
転し
たこ
ろ
か

ら
よ
り
脳
陣
化
し 、
変
化
し
てい

る 。
店
舗は
肉前で
辿
設 、
あ
る

い
は
購入
し
た
り 、
上
地
を
購入

す
る
川場
合
も
山て
き
た 。

し
か
も 、
呑
港な
ど
で
デペ
ロ

ツ
パ
l

事
業に
も
進
出。「
日
本で

持
すれ
ば 、
ゐ
オハ
ン
は
肴
港を

拠
点と
す
るボ
l

ダレ
ス
企
業と

い
う
特
徴
を
よ
り
鮮
明に
す
る 。

特集部JI＜点アジア｜剖

中。』
i

J人
1
7
1

のシ
ン
ガ
バ
ル－
号
店。
ムー
で

はシ
ン
ガ
ポ
ール

に
四
店
舗 、
マ

レ
ーシ

アに
五
店
舗 、
香
港に
阿

店
舗 、
台
湾 、
プル
ネ

ィ 、
タ
イに
各一
店
舗 、

そ
し
て
今年の
9
月に

は
中
国
広
東
省の
経
済

特
区・
深
別
（
し
ん
せ

ん）
に
合
弁で
店
舗
を

出
店
し
た 。

シンガポールの図際卸売センター

ヤ
オハ
ン
はシ
ン
ガ

ポ
ール

出
店
以
前の
九

年に
ブ
ラ
ジル
に
出
店

し
た
が、
石
油
危
機と

す
さ
ま
じい
イン
フ
レ

に
見
舞わ
れ
て
撤
収し

て
い
る 。
こ
の
「プ
ラ

は
も
う
無
理で
も
海
外 、
特に
呑

I

、
ノ
司2・
母、

に
はい
い
夕
、
ニ
グに
あ
る」

と
和
田一
犬
代
表。

さ
らに 、
以
近の
ヤ
オハ
ン
は

小
売
業以
外の
企
業を
杭掩
的に

M
＆
A
を
展
開。
す
で
に
香
港の

中
華レ
ス
ト
ラ
ン・
チェ
ーン 、

ケ
ー

キ・
チェ
ー

ン 、
プロ
セ
ス

ハ
ム・
メ
ーカ
ー

な
ど
を
買
収 、

9
月に
は
ゲ
ー

ム
セ
ン
タ
ー
も

M
＆
A
し
た 。

業で 、

い
ずれ
も
優
良
企

M
＆
A
し
た
中
準レ
ス
ト

ラ
ン・
チェ
ーン

の
会
社は
卯
年

ロ
月に
存
地
株
式
市
場に
上
場。

上
場す
るこ
と
で
M
＆
A
資
金
を

回
収 、
次
の
投
資
を
や
り
や
す
く

し
てい
る 。

円以
近の
ヤ
オハ
ン
の
動
きの
中

リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
経
営・
各
種
レ
ジ
ャ
ー
事
業
四
年
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
提
供

保

養

所

の

運

営

お

ま

か

せ

で
は、
シ
ン
ガ
ポ
ール

で
現
地
政府川井2d合弁寸国際卸苑せ

ユ
タ
（
I

M
M）
を
diさ
せ

たこ
と
が
注
目
され
る 。
今年
末

に
はフ
ル
掠
働の
予
定で
あ
り 、

卸
先り
とい
う
機構の
ない
ア
ジ

アの
流
通
構
造に
インパ
ク
ト
を

与え
そ
う
だ 。

日
本の
小
売
業で
海
外
進
出の

先
駆
者と
もい
うべ
きヤ
オハ
ン

グル
ープ

は、「
中
国は
幻
世
紀の

最
大
市
場」
とい
う
和
田一
夫
代

表の
考え
を
深
別
山
店 、
さ
らに

例
年の
上
海
出
店な
ど
で
お々
と

実
現
しつ
つ
あ
る 。

計
年の
小
国
返
還
問
題
を
抱え

る
香
港に
あ
え
て
本
拠
地
を
移し

たの
も 、
中
国
市
場をに
ら
んで

のこ
と
だ。

国置

河
口
託

－
H－
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中
国
は
紛れ
も
ない
大
国だ。
と
こ
ろ
が

一
方 、
経
済
的に
み
る
と 、
日
本が
ま
さ

に
大
国
で
あ
る 。
人口
で
み
る
と 、
中
国

は
人
円一一一
億 、
こ
の
ま
ま
進め
ば
幻
世

紀に
は二
O
憶とい
う
オ
ー

ダー
を
考
え

な
け
れ
ば
な
ら
ない
と
て
つ
も
ない
存
在

で
あ
る。

大
状
況の
下で
は、

軍事の
問
題は
と
り

あ
え
ず
捨
象し
てい
い。
と
な
る
と 、「
経

済
的
豊
か
さ」
とい
う
指

標が
最
も
有
効 、

かつ
重
要
だ。
「
経
済
的
豊
か
さ」
の
指標

と
は、
具
体
的に
は
「一
人

当
た

り
G
N

P」
で
あ
る 。

こ
の
指

標で
考え
る
と 、
日
本は
間も

な
く一

人
当
た

り
G
UY－
P
が
三
万
J
前
後

とい
う
世
界一
豊
か
な
国に
な
る 。
こ
れ

に
対し
中
国は、
統
計に
も
よ
る
が
平
均

的に
は
三
五
O
J前
後
だ。
今
世
紀
末に

は一
O
O
O
Jに
す
る
とい
う
「
四つ
の

だ入 現。 口代増化
加 」
に 政
よ策
つカf
て掲
実げ
現たが 当
難初し のい 白
状標
況 は

ア
ジ
ア
地
核で
日
本に
次い
で一
人

当

た
り
G
N
P
の
高い
の
が
香
港の一
万二

O
O
O
Jとシ
ン
ガ
ポ
ール

の一
万
Jで

あ
る 。
もっ
と
も 、
香
港と
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
は
人
口
が
少
ない
都
市
国
家で 、
し
か

も
金
融と
貿
易が
G
N
P
の
大
半
を
占め

る
例
外
的
な
存
在で
あ
る 。

見
事な
成
長を
遂げ

たの
が
台
湾
だ。

今
年
も
約七
%の
成
長が
期
待され
る 。

どの
指

標
を
とっ
て
も
あ
ま
りに
ア
ン

バ
ラン
ス
だ。
こ
う
し

た
状
況の
中で 、

ど
ん
な
指

標か
ら
東ア
ジ
ア
をみ
てい
く

べ
き
な
の
だ
ろ
うか。

冷
戦の
終
潟 、
核
兵
器の
廃
絶とい
う

（＼＼＇＼＼’P) 

八
五
O
O
Jとい
う一
人

当
た

り
G

は、
間
も
な
く一
万 ドルと
先
進
国
並み
に

近づ
く 。

純国は、
四
五
O
O
J
前
後とい
う
と

こ
ろ
で 、
い
ろい
ろ
な
経
済
指

標
を
見る

と
台
湾よ
り
落ち
る
が、
や
は
り
な
か
な

か
の
実
力だ。
あ
る
程
度のパ
ラっ
きは

あ
る
もの
の、
こ
れ
らの
地
域は一
人

当

た
り
GN
P二
O
O
O
Jとい
う
壁
を
超

え 、
政
治
的・
社
会
的
成
熟の
里
程

標
を

超
えつ
つ
あ
る 。

北
側
鮮（
朝
鮮
民
主
主
義人
民
共
和
国）

に
附
し
て
はい
ろい
ろ
議論が
あ
る
が、

北
側
鮮当
局は一
人

当
た

り
GN
P
は
す

で
に一－．
0
0
O
J
を
超
え
阿
O
O
O
Jに

近い
と
古っ
てい
る。
現
実
は、
や
や
多

め
に
見てニ
O
O
O
J
前
後とい
う
とこ

ろ
で
あ
ろ
う 。
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第3世代の指場者、 李登輝総統によって東アジアの要になる台湾

こ
の
よ
うに
束ア
ジ
ア
地
域
を一
人

当

た
り
GN
P
で
比
較し

た
だ
け
で
も
非
常

に
大
き
な
格
差
が
存
在
す
る。
こ
の
格
差

が
実
際の
経
済 、
社
会の
さ
ま
ざ
ま
な
動

き
を
規
定
し
てい
る。
そ
れ
が
貨
幣
価
値

に
述
勤し

た
さ
ま
ざ
まの
社
会
的 、
国
際

的な
流
動
化
を
も

た
ら
し
てい
る。
例
え

ば 、
中
同の
約
海
地
万に
及ぶ
香
港の
影

山科と
か 、
相
迎
行に
波
及す
る
台
湾の
盟

か
さ
等々
の
現
象が
現れ
てい
る。

こ
う
して
考え
る
と 、
新
秩
序を
構
築
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するには、東
アジアには
あまりに
も

不均
等がめだち

す
ぎる。む
しろ
こ

れ

か
らのプロ
セス

はそう
いう
不均
等 、

格差をどの
ように
是正

していくか、

これ以
上
格差を
広げない

た
めには
何

が
必
要かという
問題が重
要になる。

一
つは、東
アジアで
は、社会

・
経

済
体
制が
根
本的に
異なる国
家が並
存

している現
実を
考えざるをえない。

す
なわち

、社会主
義体
制と
自由

経済

体
制が

アジ
アで
会後も
長期的に共
存

し
うる
のか

、という
問題で

ある。

欧
州の
場合、

もと
もと
西
欧的

な国

家体
系が

あり、国
家聞の

秩
序が
あ

っ

た。しか
し、そ
の
欧
州とて
戦後の
長

い東
西
冷戦の

過
程で
は、
経済
発展に

お
け
る
非
常に大き
な不
均
等が生ま

れ

た
。その

典型がベ
ル
リン

の壁の崩
壊

と
西
独による東
独の
吸
収合併だ。

そ
の
比
較で

考えると
、アジアはど

う
か

。こ
れは
中国がどう
なる
かとい

う
こ

とに、ひ
とえにかかっている。

のし国史ま 、 は的中ま巨内な圏西大部解の
側なか体社
に 人 b過会吸口変程主収を化に義
合抱し入体併えbつ制さ る っ たはれ中ある国るすすこが｜。でで

と 、しににはそ
ー

矛 こ流位接 会れで京崩をに で現るいか社 強のがアいをるあ盾れそ置触中的が抑のれみよ福に実 。と 、会現調逆今ジ 。考かりすはの づそ国矛ーえ共始てる建中にしめ社主在し説日ア こえとえる改もけのは盾方よ産めも草省国非かる会義のてがでののるいな。革のた も湾をでう党て 、震 ・ 盤 整 k か 主化中も成主か点翠ういそ ・ が 。の岸生はと政いす投7 ;a: ;a: が義の国し立有つで今れ開京だを戦み新し権るで資モ の主 こ大福波ですす効て 、会と将ほ放戦が「争出たてが 。に へイ各 警 れき体をはぎる涯の中祥は来ど体い 、硝以しにい ーそ中のを層平はなのい 、る 。をヱ国に 、的中制ト西煙降て調る元れ国 フ中に命非課波 い ソ こ こ持高をな東に国とだ側な 、い整 。的をの イ心及あ常題及合連とのつ盟中らア中の真と とき西るがし主辛社. Iとん影にとを＇.： . は点と忠心ざジ国危 っ すの戦側 。難か強う会ノてすで響難ない防東なはい菖とるアが
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解
体
週
程
の
中
国
社
会
主
義

強いということで
ある。

注意すべ
きは、
中圏
内
部に
存在す

る
民族主

義
的な圧力が、新しい
政治

的な動きとし
て
噴出し

てくる
ので
は

ない
か、という
問題だ。現に、チベ

ッ
ト

問題、新
強ウ

イグル
自治
区のト

ルコ
系住民の
問題、モンゴル
民主化

に
伴う
内モンゴル
への
影

響などの
問

題が
存在する。こ

れから中国
自体が

新た
な再編
成の
過
程に
入っていくと

いう
問題に東

アジ
ア

諸国は直
面して

いるのである。

近い将来
、ポス

ト
・

都小平という

状況の
中で

、どの
よう
な形をとるに

せ
よ今の一
元的な共

産
党独裁体
制が

崩れ、脱社会主
義
という方
向に中国

が
向かう蓋然
性は

非
常に
高い
。そ

れ

は
香港返選という1
9
97
年
問題と

も
絡む。が、む

しろ
そ
れより
早く 、

中国の
解体が始
まる

か
もしれない。

台
湾はそう
した
中国の解体
を
見な

がら、台
湾の
経験を
少しで

も中国大

陸に
伝播しようという

立場を
取る。

そ
して、そ
の
聞に台

湾
自身がや

れる

ことは一
生
懸
命や
ってお
こうと考え

ている。そ
れがこ
れか
ら
本格的に始

ま
る憲政
改
革で

ある。その
場合、台

湾の
中にある
民
進

党を
中心とした
台

湾独立への
動きは
無
視で

き
ない。

ソ連の政
変 、バ
ル
ト三

国の
独立 、

南北
朝鮮の国

連加盟などの新しい国

民国
家の
分裂 、
統合、再編という

流

動的な状況の
中で、二
OOO万人の

台
湾の国民は新しい
アイデン
ティ
テ

ィ
ーを

確立しつつある。民意を
代表

し
ようとする
野

党の
民
進党が台

湾独

立という主
張を提起するのは
当然だ

ろ
う。台
湾はここ
数年の
民主
化で、

台
湾独立問題を
もタプ！とは
しない

政治的風土が
形

成さ
れつつある。

ただ
、民

進
党で
も直
接台
湾独立を

呼号する
急
進派はまだ
少数だ。民
進

党の主
席になった
許信良らの「美麗

島」
グル
ープ

は
民意を
問うた上で決

着しようというのが基本姿勢だ。

一
方、国民
党の改革派を
中心とし

て
出てき
ている現在の台
湾の
指導層

は、「すでに
台
湾は
独立し

た
存在であ

り、大
陸がこれから大き

な
変化

を迎

えようとする
現在 、台

湾はこれをじ

っと
見守るべ

きで
ある」
というポ

リ

シ
ー

を持っている。「台
湾には
もっと

斉

やることがある、あえて中国の
武力

糊

介入を誘発するか
もしれない台
湾独

陳

立という火
遊び

は
避けるべ

きだ」
と

週

い
うこの主
張に

も説
得力があり1
広
ーIM
－－－－

範な
世論の
支持を
得ているg

u

台
湾は現在、国
際社会のラ

イジン
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グパ
ワ
ーで
ある。
国
交は
な
くて
も、

国
際
交
流は
ど
ん
ど
ん
進む
とい
う
状
況

だ。
台
湾の
存
在は
ま
す
ま
す
無
視で
き

な
く
な
りつ
つ
ある。
も
し、
今、
台
湾

独
立
とい
う
民
意を
問
う
た
場
合に
は、

あ
えて
独
立
とい
うリス
ク
を
官そ
うと

い
う
人た
ち
は、
一
五
%か
ら
多
くて二

O
%
程
度だろ
う。
台
湾
独
立
とい
う
意

見が
台
湾
の
中に
あ
る
こ
と
は
当
然
だ

し、
そ
れ
は
ある
種の
台
湾
政
治の
緊
張

を
も
た
ら
し、
同
時に
中
台
関
係に
お
け

る一
つ
のパ
l
ゲニ
ン
グポ
ジショ
ン
に

圏－
なっ
てい
る。
しか
し
な
が
ら、
こ
の
間

ア一
題は
非
常に
不
確
定
性を
帯び
てい
るo

w一
実
質
的に
台
湾が
台
湾と
し
て、
中
国か

東一
ら
遠ざかっ
てい
く
とい
うこ
と
は、
中

ノ、－輝一
国の
将
来に
とっ
て
も
非
常に
重
要な
意

し一
味を
持つ。
恐ら
く
台
湾が
そ
の
ま
ま
回

特一
収さ
れ
る
とか、

現状の
ま
まの
中
国に

復
帰する
とい
う
可
能
性は
ほ
と
ん
ど
な

くなっ
て
し
まっ
た。

アジ
アで
は
ま
た、
香
港が
動
揺と
不

安の
中に
ある。
表
面
的な
経
済の
繁栄

に
もか
か
わ
ら
ず、
W
年
問
題が
香
港
社

会に
重
くの
しか
かっ
てい
る。

こ
う
し
た
中で、
最
近
注
目さ
れ
たの

が
立
法
評
議会の
選
挙だっ
た。
こ
れ
は

一
八
名とい
う、
新しい
香
港の
立
法
機

関に
なる
立
法
評
議会の一
部の
改選に

す
ぎ
ない。
しか
し、
こ
こ
で
圧
倒
的に

民
主
派
（す
な
わ
ち
反
中
国
派）
が
勝っ

たの
は
重
要だ。
彼らは二
年
半
前の
六

．
四
天
安
門
事
件の
際、「
今日
の
北
京は

明
日
の
香
港」
と
し
て、
二
O
O万
人に

上
る
デモ
を
組織し
た
人た
ち
だ。

こ
う
し
て
考える
と、
東アグ
ア
の
状

況は、
新しい
国
際秩
序が
近い
将
来に

形
成さ
れ
る
とい
う
展
望か
らは
程
遠い

とい
うこ
と
が
分か
る。
む
し
ろ
現
在の

焦
点は、
ま
だ
残
存する
アジ
ア
の
古い

秩
序、
特に
中
国の
体
制が
ど
う
解
体し

てい
くか
とい
う
問
題で
あろ
う。

事
実、
三つ
の
社
会
主
義
国
家、
中
園、

北朝
鮮、
ベ
トナム
は
現
在
非
常に
危
機

的な
状
況に
ある。
こ
の
中で
は、
ベ
ト

ナム
が
最
初に
こ
う
し
た
旧
秩
序か
ら
抜

け
出す
可
能
性が
ある。
その
兆し
は
叩

月
中
旬、
カ
ン
ボ
ジ
ア
のへ
ン・
サム
リ

ン
政
権が
人
民

革命党の
党大
会で
「
革

命」
の
文
字
を
党名か
ら
削
除し
たこ
と

や
複
数
政
党
制、
自
由
経
済、
民
主
政
治

体
制を
唱え、
市
場
経
済の
導入に
踏み

切っ
た
あ
た
りに
表れ
てい
る。

全
面
的にベ
トナム
共産
党のバ
ッ
ク

アッ
プ
を
得たカ
ン
ボ
ジ
ア
の
人
民
革命

党が
大き
く
変
身しつ
つ
ある
とい
うこ

と
は、
近い
将来、
ベ
トナム
共産
党の

変身
を
も
予
想させ
る。

ベ
トナム
はこ
れか
らは、
ソ
連、
中

国に
頼る
ので
は
な
く、
NI
E
Sや
ア

セ
アン
諸
国の
中に
依拠すべ
き
拠点を

求め
てい
く
可
能
性が
非
常に
高い。

こ
こ
で
日
本が
ど
うい
う
役
割を
担う

べ
きか
とい
う
問題を
考えて
み
たい。

ま
ず、
日
本が
単
独で
政
治
的リ
ー
ダ

ーシッ
プ
を
発
揮で
き
るか
とい
う
問題

だ。
こ
れ
は
非
常に
難しい。
経
済
大
国

．
日
本に
対する
風
当た
り
も
ある
が、

それ
以上に
大きい
の
は
やは
り
歴
史の

重み
で
ある。
「
大
東E
共
栄
圏」
とい
う

危
険な
試み
をやっ
て
か
ら、
少な
くと

も
半
世
紀以上
た
た
ない
と
日
本の
信
頼

は
回
復で
き
ない
で
あろ
う。

も
ち
ろ
ん、
日
本が

軍事大
国に
な
ら

ない
とい
うこ
とは
徐々
に
アジ
ア
諸
国

に
も
理
解さ
れつ
つ
ある。
しか
し、
日
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本
が
経
済
的に
巨
大
な
存
在で
あ
る
だ
け

に 、
急に
政
治
的
役割
を
担お
う
と
す
る

こ
と
に
対す
る
抵
抗は
大
きい 。

も
う一
つ 、
ア
ジ
ア
の
新
しい
秩
序づ

く
りへ
の
障
害
と
な
り
う
る
問
題
と
し
て

国
連
が
あ
る 。
わ
が
国に
は
国
連に
対す

る一
種の

物神崇
拝が
あ
る
が、
実は
国

連
と
は、
第二
次
世
界大
戦
後の
世
界
秩

序を
戦
勝五
大
国に
よっ
て
占め
よ
う
と

い
う 、
あ
る
意
味で
非
民
主
的
な
国
際
秩

序の
枠
組み
で
あ
る 。
しか
も 、
そ
こ
で

は
中
国
が
常
任
理
事
国と
し
て
拒
否
権
を

持っ
てい
る 。
はっ
き
りいっ
て 、
こ
れ

か
ら
中
国は、
ア
ジ
ア
に
おい
て
あ
ら
ゆ

る
意
味で
ト
ラ
ブ
ル
メ
ーカ
ー
と
な
る 。

に
もか
か
わ
ら
ず 、
国
連に
頼
る
限
り 、

中
国
が
そ
こ
に
君
臨
す
る
とい
う
問
題
が

ど
う
し
て
も
出
て
く
る 。

一
方 、
国
連
と
は
別に
日
本
が
リl
ジ

ヨ
ナ
リ
ズ
ム
の
立
場か
ら
新
しい
ア
ジ
ア

の
地
域
主
義に
立
脚
し
た
政
治
的
統
合
体

をつ
くっ
て
い
く
と
い
う
考
え
方
も
あ

る 。
しか
し、
こ
れ
も
大
東
E
共
栄
聞の

悪
夢が
あ
る
だ
けに
簡
単で
は
ない 。
ま

た 、
大
き
な
経
済
的パ
ワ
ー

に
なっ
た
台

湾が
日
本と
国
交
を
持っ
てい
ない
とい

う
状
況
も
非常に
大
き
な
障
害
だ 。

も
う一
つ 、
日
本
が
考
え
な
け
れ
ばい

け
ない
の
は、
日
米
安
保を
機
軸に
し
た

圃園田ア
ジ
ア
づ
くり
とい
うこ
れ
ま
で
の
枠
組

み
か
ら
脱
却で
き
る
の
か
ど
う
か
とい
う

問
題
だ 。
日
米
安
保の
恨
底に
存
在
し
た

日
米の
暗
黙の
了
解
事
項は、
ソ
連の
符

威
だっ
た 。
こ
れ
が
消
滅
しつ
つ
あ
る
現

在 、
日
米
安
保か
ら
の
脱
却に
関
す
る
議

論はい
ろい
ろ
出
る
だ
ろ
う 。
け
れ
ど
も 、

果
た
し
て
日
本
が
そ
こ
ま
で
こ
こ
数年
間

の
う
ち
に
踏み
切
れ
る
か
ど
う
か 。

日
米
関
係
が一
方で
非
常に
摩
擦
を
含

－7

 

の州広園薮．玉本資です＋。南翠

ん
でい
る
だ
け
に 、
こ
れ
は
簡
単に
はい

か
ない 。
台
湾
独
立と
同じ
よ
うに
ト
ラ

ブ
ル
の
多い
問
題
だ 。

結
局 、
日
米
安
保は
解
消
とい
う
と
こ

ろ
ま
で
はい
か
ない
だ
ろ
う 。
そ
う
な
る

と 、
先に
挙げ
た
国
連 、
地
域
主
義 、
日

米
安
保
とい
う三
つ
の
拘束の
下で 、
日

本
が
東
アジ
ア
に
お
け
る
政
治
的リ
ー

ダ

ーシ
ッ
プ
を
全
面
的に
行
使す
るこ
と
は

非
常に
難
しい
とい
え
よ
う 。

、
（•！’l•lilfil.HU 

こ
う
し
た
面か
ら
検
討
し
て
も 、「
アジ

ア
の
新
秩
序」
構
築は、
ネガ
ティ
ブ
な

結
論と
な
ら
ざ
る
を
え
ない 。

で
は、
日
本
が
担うべ
き
役
割と
は
向

なの
だ
ろ
う
か 。
そ
れ
は、
東アジ
アの

新
秩
序
構
築
を
大
上
段に
振
りか
ざ
すこ

と
で
は
ない 。
む
し
ろ 、
もっ
と
地
域
的

なレ
ベ
ル
に
お
け
る
貢
献で
あ
ろ
う 。

そ
れ
は
具
体
的に
は
何か 。

74 

「
民
際」
の
支
流
網
こ
そ
重
要

今 、
全
世
界が
非
常に
苦
し
んでい
る

の
が
民
族
問
題で
あ
る 。
ソ
連の
苦
悩の

原
因
も 、

社会
主
義
経済の
破
綻
だ
け
で

は
な
く

民族
問
題
が
大
きい 。
ユ
ーゴ

ス

ラ
ビ
ア
の
悲
劇も
同
様だ 。
こ
れ
は
や
が

て
中
国に
も
起こ
る
だ
ろ
う 。
そこ
で
重

更
と
な
る
の
が、
国
家の
枠
を
超
え
た一

種
の
民
際
的
な
交
流
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

2・。＋h

 
例
え
ば
台
湾海
峡
を
挟ん
で 、
中
国と

台
湾が
政
治
的に
は
依
然と
し
て
対
立
状

況に
あ
る
に
もか
か
わ
ら
ず 、
去
年一
年

間だ
け
で一
O
O
万
人の
台
湾の
人
た
ち

が
大
陸
を
訪れ
てい
る
とい
う
事
実が
も

た
ら
す
政
治
的 、
社
会
的
インパ
ク
ト

は

測り
知れ
ない 。
そ
れ
はハ
イ・
ポ
リテ

ィ
ク
ス
で
な
く 、
ロ
ーレ

ベ
ル・
ポ
リ
テ

ィ
ク
ス
で
あ
る
が、
そこ
に
こ
そ
日
本の
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役割が
期
待さ
れ
てい
る
ので
ある。

最
近の
注
目
すべ
き
例
を
挙
げて
み
た

い。
こ
の
9
月
下
句に
「
第三
回アジ
ア

・
オ
ープン・
フ
ォ
ー
ラム」
が
台
北で

聞か
れ
た。
その
東アジ
ア
の
政
治
を
語

る
セッ
ショ
ン
に
大
分
県
知
事の
平
松
守

彦さ
ん
が
出
席し
たが、
そこ
に
は
台
湾

の
高
雄の
県
長も
来てい
た。
従
来、
高

雄は
大
分
県と
盛ん
な
交
流を
持っ
てい

る。
一
方、
大
分
県はロ
シ
ア
共
和
国と

も
関
係を
非
常に
強
化し
てい
る。
そ
う

する
と、
台
湾、
大
分、
ロ
シ
ア
共
和
国

閥－
とい
う
ネッ
トワ
ー
ク
が
成立
する。
こ

ア一
れ
は、
こ
れ
まで
の
アジ
アで
は
考え
ら

杓一
れ
ない
よ
う
な
新しい
地
域レ
ペ
ル
の
ネ

東一
ッ
トワ
l
ク
だ。
国
連とか、
国
家
外
交

，z、－
一部一
とか、
「一
つ
の
中
国」
とかいっ
た、
既

民一
成の
枠
組み
を
超
え
た
新しい
動きで
あ

特一
る。

東アジ
ア
地
域、
特に
儒
教
文
化
圏と

い
わ
れ
る
地
域は、
識
字
率も
非
常に
高

く、
ある
意
味で
は
知
識集
約型、
情
報

集
約型のこ
れ
か
ら
の
時
代に
最もふ
さ

わ
しい
経
済
的、
社
会
的
土
壌を
有し
て

い
る。
しか
し、
そ
うで
ある
だ
けに
わ

れ
わ
れ
が
そ
う
し
た
価
値基
準の
中に
み

ずか
ら
を
位
置づ
げてい
く
とい
うこ
と

に
な
る
と、
ある
種の
「
ネオ・
アジ
ア

主
義」
と
して
受け
取ら
れ、
世
界の
大

き
な
反
発を
招く。
特に、
その
中
心が

日
本だ、
な
ど
とい
うこ
とに
な
る
と
な

お
さ
ら
だ。
こ
れ
は
何とか
避け
な
け
れ

ば
な
ら
ない。

そこ
で
日
本に
とっ
て
重
要なの
は、

こ
う
し
た
アジ
ア
的な
価
値基
準の
中で

育っ
て
き
た
日
本が、
西
欧
近
代が
生み

出し
た
普
遍的な
原
理、
デモ
ク
ラシ
ー

や
自
由とい
う
価
値を、
少な
く
と
も
戦

園曹関勝目

商

届

フ
ァ

ン

ド

ル
ド
ル
フ
ウ
ォ
ル
フ
側
編

欧
米
で
急
成
長
を
と
げ
た
商
品
フ
ァ
ン
ド
は、
我

が
国
で
も
法
整
備
が
な
さ
れ
新
市
場
が
展
開
し
よ
う
と
し
て
い
る。

伝
統
あ

る
L
M
E
会
員
社
の
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
整
理
し
解
説
す
る。

アナリスト
証
券
分
析
と

あ当

時計附

のための
ポ
ー
ト
フォ
リ
オ・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

辰
巳
憲
一

著

著
者
の
長
年
の
研
修
講
義
の
経
験
に
も
と
づ
き
豊
富
な
設
例

と
練
習
問
題
を
用
い
て
実
践
的
か
つ
分
か
リ
や
す
く
解
説
し
た
好
テ
キ
ス
ト。

（有斐閣ビジネス）

定価一
五四五円

後は
共
有し
てい
る
とい
うこ
と
の
持つ

大き
な
意
味を、
はっ
き
り
と
日
本の
外

交な
り
政
治の
根
本に
位
置づ
け
てい
く

こ
とで
ある。

とこ
ろ
が、
こ
の
点で
見る
と
ま
だ
ま

だ
残
念なこ
と
は
多い。
例
えば、
海
部

首相
訪
中の
際、
天
安
門
事
件で
血
塗
ら

れ
た
北
京の
人
民
英
雄
記
念碑に
献
花し

て
し
まっ
た。
こ
のこ
とで、
日
本は
人

権
問
題に
まっ
た
く
鈍
感だ、
とい
うこ

と
を
世
界に
示し
て
し
まっ
た。
ま
た、

日
本は
政
治
亡
命を一
切
許さ
ない
国
家

で
も
ある。
こ
う
し
た
点を
わ
れ
わ
れ
が

き
ち
ん
と
認
識し、
問
題
点と
し
て
位
置

づ
付、
変
革してい
く
必
要が
ある。

去
年
香
港で
「
香
港と
中
国の
将
来」

とい
う
国
際シ
ン
ポ
ジ
ウム
が
あっ
た。

香
港と
日
本の
関
係は
非
常に
深い。
に

もか
か
わ
ら
ず、
こ
こ
で
は
日
本と
香
港

公
共
政
策
と
企
業
行
動

・
能
勢
哲
也
・

高
島

博
編
A
5
判
定
価
二
五
七
亙
同

盟
か
な
国
民
生
活
実
現
の
た
め
の
公
共
政
策
を、

企

業
活
動
と
の
相
互
関
連
の
中
で
見
直
し
た
意
欲
作。

現
代
産
業
組
織
論

西
田

稔
・

片
山
誠
一

編
A
5
判

定
価
三
O
九
O
円

近
年、
め
ざ
ま
し
い
発
展
を
と
げ
つ
つ
あ
る
産
業
組

織
論
の
最
新
の
研
究
成
果
を
体
系
的
に
提
示
す
る。

蜘
労
働の
人
間
化

報酬建円

とい
う
関
係は一
切
論
じ
ら
れ
な
かっ

た。
なぜ、
「日
本と
香
港」
とい
う
議
論

を
避け
たか
とい
うと、
香
港と
しては、

「アジ
アの
新
秩
序」
や「
香
港の
将
来」

な
どの
問
題で
は、
日
本に
口
を
出して

ほ
し
くない、
とい
うこ
と
だっ
た。
こ

れ
は、
アジ
ア
諸
国が
日
本をど
うみ
て

い
るか
とい
う
点で
非
常に
象
徴的なこ

とで
ある。

日
本に
対する
反
発は、
日
本が
軍事

大
国に
なるこ
とに
対して
だけ
ある
の

で
は
ない。
アジ
ア
の
将
来を
決め
る
よ

うな
問題、
例えば、「
新しい
国
際秩
序

の
構築」
な
ど
とい
う
問
題につい
て
は、

日
本が
リ
ー
ダーシッ
プ
を
とっ
て
ほ
し

くない、
とい
う
気
持ち
が
き
わめ
て
強

い
の
だ。
こ
うし
た
感
情が
ま
だ
ま
だ
ア

ジ
ア
地
域に
存在する
とい
う
現
実を、

わ
れ
わ
れ
は
忘れ
て
は
なる
まい。

1991. 11. 16 週刊東洋経済

圏

マ
ク
ロ

経
済
学

小
川
一

宋
・

玉
岡
雅
之
・

得
津
一

郎
著

マ
ク
ロ
理

）

論
を
そ
の
現
実
妥
当
性
を
検
証
し
つ
つ
平
易
に
解
き

謁

明
か
し
た
好
テ
キ
ス
ト。

A
5
判

定
価
ニ
七
三
O
円

選

実
態
分
析
と
政
策
形
成
へ
経
済
学
的
に
接
近
し、

基

本
的
枠
組
み
を
示
す。
（
ブ
ッ
ク
ス）

定
価
ニ
O
六
O
円

植
田
和
弘
・

落
合
仁
司
・

北
畠
佳
房
・

寺
西
俊
一

著

環

境

経

済

学
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